
第52回通常総代会の開催結果について第52回通常総代会の開催結果について
◆ 発　行／志賀農業協同組合　　◆ 編　集／総務課　TEL 32-1155　　◆ 印　刷／㈱ハクイ印刷

特 集特 集
№ 101　夏号



新
役
員
の
ご
紹
介

　

６
月
24
日
、
総
代
会
終
了
後
に
開
催
の
理

事
会
、
監
事
会
に
お
い
て
、
新
執
行
体
制
が

以
下
の
通
り
決
定
し
ま
し
た
。

【
理
事 

19
名
】

代
表
理
事
組
合
長　

新
谷　

克
己
（
常　

勤
）

常
務
理
事　
　
　
　

藤
田　

修
一
（
常　

勤
）

常
務
理
事　
　
　
　

岡
塚　

忠
浩
（
常　

勤
）

理　
　

事　
　
　
　

吉
野　

成
明
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

西
村
芙
美
江
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

仙
崎
登
喜
夫
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

山
本　

敏
則
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

稲
岡　

利
男
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

不
動
万
里
子
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

堂
寺　

健
一
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

高
井　

政
義
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

岡　
　

雅
博
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

藤
井
外
茂
次
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

小
山　
　

剛
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

福
田　

友
枝
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

寺
井　

康
人
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

中
川　

信
幸
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

野
村　

時
夫
（
非
常
勤
）

理　
　

事　
　
　
　

大
石　
　

守
（
非
常
勤
）

【
監
事 

５
名
】

代
表
監
事　
　
　
　

島
田
多
加
夫
（
常　

勤
）

監　
　

事　
　
　
　

町
岡　

祐
一
（
非
常
勤
）

監　
　

事　
　
　
　

東　
　

博
明
（
非
常
勤
）

監　
　

事　
　
　
　

坂
口　

美
彦
（
非
常
勤
）

員
外
監
事　
　
　
　

山
田　

隆
英
（
非
常
勤
）

残暑お見舞い申し上げます

代
表
理
事
組
合
長　

新　

谷　

克　

己

目
標
に
掲
げ
、
従
来
以
上
の
き
め
細
か
い
利
用

者
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
す
も
の
で
、
安
全
・
安
心

な
食
料
を
提
供
す
る
た
め
の
担
い
手
育
成
を
図

り
、
持
続
可
能
な
自
立
し
た
農
業
者
を
Ｊ
Ａ
が

支
援
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
、
少
子
高
齢
化
に

よ
る
農
村
地
域
の
衰
退
に
歯
止
め
を
か
け
る
一

助
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
「
能
登
米
、
志
賀
米
」
の
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

を
は
じ
め
、
各
種
園
芸
作
物
の
生
産
振
興
と
有

利
販
売
、
こ
れ
ら
を
支
え
る
資
金
融
通
と
資
産

形
成
、
生
命
・
建
物
の
保
障
な
ど
、
ま
さ
に
Ｊ

Ａ
の
総
合
力
を
フ
ル
に
発
揮
し
て
「
な
く
て
は

な
ら
な
い
Ｊ
Ａ
」
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

先
の
通
常
総
代
会
に
お
け
る
役
員
改
選
に
伴

い
新
た
な
布
陣
で
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
役
職
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
組
合

員
・
利
用
者
の
皆
様
と
も
十
分
協
議
し
な
が
ら

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
を
完
遂
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と
ご
愛
顧
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

ご 

挨 

拶

　

残
暑
厳
し
い
折
、
組
合
員
の
皆
様
に
は
益
々

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
よ
り
Ｊ
Ａ
事
業
全
般
に
わ
た
り
、
格
別

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
と
に
対
し
、
衷
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
今
夏
の
梅
雨
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨

等
に
伴
い
甚
大
な
被
害
に
遭
わ
れ
た
九
州
北
部

を
は
じ
め
と
す
る
被
災
地
の
方
々
に
対
し
ま
し

て
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
Ｊ
Ａ
管
内
に
お
い
て
も
７
月
１
日
の
大
雨

に
よ
り
広
範
囲
で
の
水
田
冠
水
や
そ
の
後
の
台

風
５
号
な
ど
農
作
物
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま

し
た
が
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
る
こ
と
な
く
順

調
に
出
来
秋
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
に
安
堵
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
、
全
国
の
Ｊ
Ａ
で
は
「
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
自
己
改
革
」
と
銘
打
っ
て
、
農
業
者
や

地
域
に
と
っ
て
の
存
在
感
を
一
段
と
高
め
る
べ

く
強
力
な
運
動
を
展
開
中
で
す
。

　

具
体
的
に
は
「
農
業
者
の
所
得
増
大
」、「
農

業
生
産
の
拡
大
」、「
地
域
の
活
性
化
」
を
基
本

ＪＡしか　2017. ８　②



③　ＪＡしか　2017.7

『農業と地域に根ざし、『農業と地域に根ざし、
地域社会と共存する地域社会と共存する
ＪＡをめざして』ＪＡをめざして』

　ＪＡ志賀の第52回通常総代会は、６月24日（土）午前10
時より志賀町文化ホールで開かれました。
　総代数520名のうち、496名（本人出席298名、議決権行
使198名）の出席により会議が成立し、新谷組合長の開会の
挨拶に続き、来賓の小泉志賀町長が祝辞を述べた後、議長に井
上保英総代（富来地区）を選任し議案の審議に入りました。
　慎重なる審議の結果、平成２８年度事業報告及び剰余金処分
案の承認の件のほか、上程された全議案が原案通り可決・承認
されました。

第 52 回第 52 回

通常総代会開催通常総代会開催

第
52
回 

通
常
総
代
会
提
出
議
案

　
【
審
議
事
項
】

　

第
１
号
議
案　

平
成
28
年
度
事
業
報
告
及
び
剰
余
金
処

分
案
の
承
認
の
件

　

第
２
号
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
の
設
定
の
件

　

第
３
号
議
案　

全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
が
行
う
農

業
経
営
事
業
に
関
す
る
同
意
の
件

　

第
４
号
議
案　

規
約
の
一
部
変
更
の
件

　

第
５
号
議
案　

農
地
利
用
集
積
円
滑
化
事
業
規
程
の
一

部
変
更
の
件

　

第
６
号
議
案　

理
事
及
び
監
事
の
報
酬
に
関
す
る
件

　

第
７
号
議
案　

退
任
理
事
及
び
監
事
に
対
す
る
退
職
慰

労
金
支
給
の
件

　

第
８
号
議
案　

役
員
の
選
任
の
件

　
【
報
告
事
項
】

　

①
平
成
28
年
度
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、
注
記
表

及
び
附
属
明
細
書
並
び
に
全
国
中
央
会
及
び
監
事
の

監
査
報
告
に
つ
い
て

　

②
「
株
式
会
社 

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト
し
か
」
の
平
成

28
年
度
事
業
報
告
及
び
平
成
29
年
度
事
業
方
針
に
つ

い
て 
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平
成
28
年
度　

事 

業 

報 

告

平
成
28
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

金
」
の
企
画
募
集
、
ま
た
恒
例
の
夏
・
冬

ボ
ー
ナ
ス
時
期
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
や

新
社
会
人
に
対
す
る
給
振
獲
得
と
合
わ

せ
、
年
金
口
座
の
獲
得
を
核
と
し
て
取
組

み
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
度
は
、
Ｊ
Ａ
の
理
念
で
あ
る

「
相
互
扶
助
」
を
事
業
活
動
の
原
点
と
し
、

Ｊ
Ａ
の
総
合
事
業
の
一
環
と
し
て「
ひ
と
・

い
え
・
く
る
ま
の
総
合
保
障
」
を
提
供
す

る
こ
と
に
よ
り
、
組
合
員
・
利
用
者
の
く

ら
し
を
守
り
、
健
康
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

営
農
部
門
と
の
連
携
に
よ
り
、「
農
家

所
得
の
増
大
」
に
向
け
た
生
産
コ
ス
ト
の

低
減
を
図
る
と
と
も
に
、「
安
心
で
信
頼

さ
れ
る
商
品
・
資
材
」
の
提
供
に
取
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

自
動
車
燃
料
部
門
で
は
、整
備（
車
検
）・

販
売
部
門
と
も
厳
し
い
情
勢
で
は
あ
り
ま

し
た
が
、
各
種
展
示
会
・
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

等
に
よ
り
組
合
員
・
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
よ
う
努
め
ま
し
た
。

　
「
地
域
農
業
戦
略
」
取
組
み
初
年
度
と

し
て
、
経
営
所
得
安
定
対
策
の
積
極
的
な

加
入
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
認
定
農
業

者
を
は
じ
め
と
す
る
地
域
の
担
い
手
と
連

携
し
、
農
業
振
興
に
努
め
ま
し
た
。

　

基
幹
作
物
の
米
に
つ
い
て
は
、「
う
ま

い
・
き
れ
い
石
川
米
づ
く
り
運
動
」
を
基

本
と
し
、
環
境
と
調
和
し
た
「
能
登
米
・

志
賀
米
」
の
生
産
に
取
組
み
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
産
米
の
作
況
指
数
は
、
能

登
地
区
104
（
石
川
県
104
）
と
な
る
な
か
、

７
１
、０
２
１
俵
の
集
荷
実
績
、
販
売
高

は
792
百
万
円
（
計
画
対
比
112
・
７
％
）
で

あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
飼
料
用
米
に
つ
い
て
は
、
前
年
度

よ
り
１
、４
０
６
俵
増
加
し
９
、８
７
５
俵

の
実
績
で
あ
り
ま
し
た
。

　

米
以
外
の
取
扱
高
で
は
、
単
価
高
で
推

移
し
た
西
瓜
や
、
昨
年
10
月
に
「
能
登
志

賀
こ
ろ
柿
」が
地
理
的
表
示
保
護
制
度（
Ｇ

Ｉ
）
に
登
録
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
298
百
万

円
（
計
画
対
比
141
・
９
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

育
苗
セ
ン
タ
ー
で
は
、
健
苗
育
成
に
取
組

む
な
か
、
直
播
の
普
及
や
自
家
育
苗
へ
の
変

更
、
圃
場
整
備
等
が
起
因
し
、
前
年
度
よ

り
１
３
、６
９
１
箱
減
の
１
４
５
、０
０
８

箱
の
利
用
実
績
で
あ
り
ま
し
た
。

　

共
同
乾
燥
施
設
で
は
、
円
滑
な
施
設
運

営
の
も
と
、
継
続
し
た
大
口
利
用
者
割
引

や
ス
タ
ン
ド
バ
ッ
ク
フ
レ
コ
ン
購
入
助
成

の
実
施
な
ど
、
利
用
率
向
上
に
取
組
む
と

と
も
に
、
良
質
米
の
安
定
生
産
に
努
め
た

結
果
、
飼
料
用
米
除
く
施
設
の
利
用
量
は

１
、８
３
９
ｔ
（
３
０
、６
５
３
俵
）
で
あ
り

ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
自
己
改
革
を

推
し
進
め
る
中
、
当
Ｊ
Ａ
と
し
て
も
地
域

農
業
戦
略
を
樹
立
し
農
業
者
と
と
も
に
地

域
農
業
振
興
に
向
け
た
新
た
な
取
組
み
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
第
４
次
中
期
３
ヵ
年
計

画
の
１
年
目
と
し
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

し
た
。

　

結
果
、
経
常
利
益
１
億
10
百
万
円
、
当

期
剰
余
金
83
百
万
円
と
い
う
結
果
を
残
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
口
の
減
少
に
よ
る
相
続
貯
金
の
流
出

は
じ
め
、
少
子
・
高
齢
化
が
進
む
中
「
利

用
者
満
足
度
向
上
を
図
り
、
地
域
の
皆
様

か
ら
選
ば
れ
る
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
」
の
実
現
に

向
け
、
信
頼
の
確
保
や
、
身
近
で
便
利
な

メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
向
上
を
目
指
し
、
年

金
・
ロ
ー
ン
相
談
会
の
開
催
、
住
宅
・
マ

イ
カ
ー
・
教
育
等
各
種
ロ
ー
ン
の
低
金
利

提
供
、
独
自
の
高
金
利
対
応
「
退
職
金
定

期
貯
金
」
や
「
年
金
定
期
貯
金
」
の
募
集
、

本
年
度
、
節
目
を
迎
え
「
Ｊ
Ａ
志
賀
設
立

50
周
年
・
合
併
10
周
年
記
念
旅
行
定
期
積

　

信信  

用用  

事事  

業業

平成28年度の主な事業実績 ( 単位：千円 )

項　目 計画額 実績額 対　比

貯　金（平均残高） 43,387,000 43,963,000 101.3％

貸付金（平均残高） 10,011,000 10,018,000 100.0％

長期共済新契約高 6,100,000 6,325,000 103.6％

年金共済新契約高 40,000 45,000 112.5％

購  買  品 2,340,200 2,285,000 97.6％

販  売  品 1,413,000 1,565,000 110.7％

ＪＡしか　2017. ８　④

　

共共  

済済  

事事  

業業

　

購購  

買買  

事事  

業業

　

営
農
指
導
・
販
売
事
業

営
農
指
導
・
販
売
事
業

　

利利  

用用  

事事  
業業

『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』



平成28年度　貸借対照表 (平成29年３月31日現在) （単位：円）

組合員数

出資口数 （単位：口）

資格区分 期　　首 当期増加 当期減少 期　　末 増　　減
正 組 合 員 3,938 56 116 3,878 ▲60
准 組 合 員 1,903 74 50 1,927 24

計 5,841 130 166 5,805 ▲36

資格区分 期　　首 期　　末 増　　減
正 組 合 員 852,759 836,991 ▲ 15,768
准 組 合 員 92,884 99,655 6,771
処分未済持分 5,221 1,558 ▲ 3,663

計 950,864 938,204 ▲ 12,660

出資１口金額　　1,000円
払込済出資総額　938,204,000円

⑤　ＪＡしか　2017. ８

単体自己資本比率　28.01％

科　　　　目 金　　　　額
（資産の部）
１．信用事業資産 46,500,406,686
（１）現　金 192,154,448
（２）預　金 31,278,352,767
系統預金 31,260,688,627
系統外預金 17,664,140

（３）有価証券 5,686,390,500
国　債 2,272,580,000
地方債 2,066,490,500
政府保証債 216,320,000
社　債 1,131,000,000

（４）貸出金 9,352,460,315
（５）その他の信用事業資産 50,820,799
未収収益 42,051,764
その他の資産 8,769,035

（６）貸倒引当金 ▲ 59,772,143
２．共済事業資産 13,420,509
（１）共済貸付金 10,348,764
（２）共済未収利息 139,611
（３）その他の共済事業資産 2,932,134
３．経済事業資産 479,920,928
（１）受取手形 589,486
（２）経済事業未収金 320,084,404
（３）経済受託債権 29,608,527
（４）棚卸資産 123,412,950
購買品 83,544,182
繰越諸材料 37,522,325
その他の棚卸資産 2,346,443

（５）その他の経済事業資産 19,942,865
（６）貸倒引当金 ▲ 13,717,304
４．雑資産 77,390,127
５．固定資産 769,158,482
（１）有形固定資産 766,470,288
建　　物 2,349,208,423
機械装置 487,563,160
土　　地 143,976,092
その他の有形固定資産 425,961,924
減価償却累計額 ▲ 2,640,239,311

（２）無形固定資産 2,688,194
その他の無形固定資産 2,688,194

６．外部出資 1,586,735,295
（１）外部出資 1,586,735,295
系統出資 1,444,133,295
系統外出資 92,702,000
子会社等出資 49,900,000

資産の部合計 49,427,032,027

科　　　　目 金　　　　額
（負債の部）
１．信用事業負債 43,861,739,411
（１）貯　金 43,766,387,199
（２）借入金 1,510,000
（３）その他の信用事業負債 93,842,212

未払費用 13,491,762
その他の負債 80,350,450

２．共済事業負債 352,666,342
（１）共済借入金 10,348,764
（２）共済資金 235,943,091
（３）共済未払利息 139,611
（４）未経過共済付加収入 102,203,517
（５）共済未払費用 1,911,349
（６）その他の共済事業負債 2,120,010
３．経済事業負債 227,223,000
（１）経済事業未払金 147,741,385
（２）経済受託債務 70,083,707
（３）その他の経済事業負債 9,397,908
４．雑負債 191,633,999
（１）未払法人税等 20,492,500
（２）資産除去債務 23,648,852
（３）その他の負債 147,492,647
５．諸引当金 238,366,161
（１）賞与引当金 12,688,259
（２）退職給付引当金 214,251,845
（３）役員退職慰労引当金 11,179,129
（４）ポイント引当金 246,928
６．繰延税金負債 58,264,438
負債の部合計 44,929,893,351
（純資産の部）
１．組合員資本 4,084,998,023
（１）出資金 938,204,000
（２）利益剰余金 3,148,352,023

利益準備金 1,012,949,698
その他利益剰余金 2,135,402,325
リスク管理積立金 621,551,859
農業経営基盤積立金 145,000,000
施設整備積立金 324,000,000
税効果積立金 88,335,130
特別積立金 500,913,815
当期未処分剰余金 455,601,521
（うち当期剰余金） (83,691,015)

（３）処分未済持分 ▲ 1,558,000
２．評価・換算差額等 412,140,653
（１）その他有価証券評価差額金 412,140,653
純資産の部合計 4,497,138,676
負債及び純資産の部合計 49,427,032,027

通 常 総 代 会



平成28年度　損益計算書 (平成28年４月１日から平成29年３月31日まで) 
（単位：円）

（単位：円）剰余金処分
１．出資配当は年1.2％の割合である。

２．次期繰越剰余金には、営農指導、生活・
文化改善事業の費用に充てるための繰越額
10,000,000円が含まれている。

ＪＡしか　2017. ８　⑥

科　　　　目 金　　　　額
１．当期未処分剰余金 455,601,521
２．剰余金処分額 105,286,550
（１）利益準備金 20,000,000
（２）任意積立金 74,195,568
リスク管理積立金 63,208,595
税効果積立金 10,986,973

（３）出資配当金 11,090,982
３．次期繰越剰余金 350,314,971

科　　　　目 金　　額
１．事業総利益 1,027,387,132
（１）信用事業収益 433,766,295
資金運用収益 379,668,630
（うち預金利息） （130,747,867）
（うち有価証券利息） （77,658,250）
（うち貸出金利息） （125,230,009）
（うちその他受入利息） （46,032,504）
役務取引等収益 11,530,461 
その他事業直接収益 30,298,000 
その他経常収益 12,269,204

（２）信用事業費用 58,896,323
資金調達費用 19,781,728
（うち貯金利息） （18,066,039）
（うち給付補填備金繰入） （1,172,606）
（うちその他支払利息） （543,083）
役務取引等費用 4,915,615
その他経常費用 34,198,980
（うち貸倒引当金繰入額） （988,584）

信用事業総利益 374,869,972
（３）共済事業収益 330,882,746
共済付加収入 311,801,412
共済貸付金利息 249,990
その他の収益 18,831,344

（４）共済事業費用 25,360,653
共済借入金利息 249,990
共済推進費 8,964,165
その他の費用 16,146,498

共済事業総利益 305,522,093
（５）購買事業収益 2,362,828,703
購買品供給高 2,284,791,849
修理サービス料 44,494,756
その他の収益 33,542,098

（６）購買事業費用 2,150,323,613
購買品供給原価 1,940,038,985
購買供給費 29,051,617
その他の費用 181,233,011
（うち貸倒引当金戻入益） ( ▲ 4,671,244)

購買事業総利益 212,505,090
（７）販売事業収益 78,595,112
販売品販売高 799,643
販売手数料 64,167,546
その他の収益 13,627,923

（８）販売事業費用 21,020,118
販売品販売原価 706,216
販売費 8,035,034
その他の費用 12,278,868

販売事業総利益 57,574,994
（９）保管事業収益 17,042,790
（10）保管事業費用 16,936,706
保管事業総利益 106,084

科　　　　目 金　　額
（11）加工事業収益 1,752,630
（12）加工事業費用 1,681,492
加工事業総利益 71,138
（13）利用事業収益 192,403,154
（14）利用事業費用　 124,050,946
（うち貸倒引当金戻入益） ( ▲ 207,422)
利用事業総利益 68,352,208
（15）葬祭事業収益 87,804,994
（16）葬祭事業費用 80,530,789
葬祭事業総利益 7,274,205
（17）福祉事業収益 50,086,832
（18）福祉事業費用 41,851,844
福祉事業総利益 8,234,988
（19）その他事業収益 5,275,073
（20）その他事業費用 1,992,708
その他事業総利益 3,282,365
（21）指導事業収入 3,691,847
（22）指導事業支出 14,097,852
指導事業収支差額 ▲ 10,406,005
２．事業管理費 947,800,411
（１）人件費 726,486,778
（２）業務費 89,029,137
（３）諸税負担金 25,485,175
（４）施設費 104,444,476
（５）その他事業管理費 2,354,845
事業利益 79,586,721
３．事業外収益 31,613,465
（１）受取雑利息 516,521
（２）受取出資配当金 27,548,200
（３）賃貸料 1,139,708
（４）雑収入 2,409,036
４．事業外費用 278,000
（１）寄付金 278,000
経常利益 110,922,186
５．特別利益 6,740,294
（１）臨時収入 440,294
（２）一般補助金 6,300,000
６．特別損失 18,840,598
（１）固定資産処分損 4,744,970
（２）減損損失 835,628
（３）固定資産圧縮損 6,300,000
（４）その他の特別損失 6,960,000
税引前当期利益 98,821,882
法人税、住民税及び事業税 26,117,840
法人税等調整額 ▲ 10,986,973
法人税等合計 15,130,867
当期剰余金 83,691,015
当期首繰越剰余金 371,910,506
当期未処分剰余金 455,601,521

『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』『農業と地域に根ざし、地域社会と共存する ＪＡをめざして』



◆ 経営基本方針 ◆
　第４次中期３か年計画の２年目として引き続き、組合員・利用者の皆様のニーズに応え
るべく、行政等関係機関との連携のもと、次の事項を基本目標として、経営の安定性や成
長性を確保し、地域に貢献できるＪＡを目指します。

施設整備計画
( 単位：千円 )

施 設 名 資産種類 内　　容 事業費
農業施設用地 土　　地 増穂RC周辺の土地 8,400

カントリーエレベーター 機械装置 自主検査設備・色彩選別機他更新 93,500

富来給油所 機械装置 POS・計量機更新 10,350

主要事業目標 　　　　　　　　　(単位：千円)

項　目 計 画 額
貯　金（平均残高） 43,995,000

貸出金（平均残高） 10,088,000

長期共済新契約高 5,200,000

年金共済新契約高 36,000

購 買 事 業 取 扱 高 1,636,700

販 売 事 業 取 扱 高 1,465,000

損益計画　　　　　　　　　　　(単位：千円)
項　　目 計 画 額

事 業 総 利 益 978,001

事 業 管 理 費 927,298

事 業 利 益 50,703

経 常 利 益 81,553

税引前当期利益 78,553

当 期 剰 余 金 60,553

( ※不稼働資産については、順次処分する。)

平成29年４月１日から
平成30年３月31日まで

通 常 総 代 会

◆ 重点実施事項 ◆
① 地域農業戦略の実践
② 担い手の育成と支援強化
③ 支店を核とした地域の活性化
④ コンプライアンスとリスク管理体制の強化
⑤ 人材の育成と確保

平成 29 年度　事 業 計 画

◆ 基本目標 ◆
① 農業者の所得増大
② 農業生産の拡大
③ 地域の活性化

基 本 方 針

⑦　ＪＡしか　2017. ８



新規採用者＆
永年勤続者表彰

ＪＡしか　2017. ８　⑧

【
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勤
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】
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良
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れ
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し
た
。

① 陸上競技
　（長距離、マラソン）

② 努力は人を裏切らない

③ 組合員の皆様に信頼し
ていただける職員にな
れるよう一生懸命業務
に励みます。

① 音楽を聴くこと、
　 大相撲を見ること。

② DIY
　（ Do it yourself ）

③ まだまだ慣れない事が
多いですが、頑張って
いきたいと思います。
よろしくお願いします。

① スポーツ観戦

② 継続は力なり

③ まだまだ分からない事
が多いですが、組合員
や地域の皆様に信頼し
てもらえるよう、精一
杯頑張ります。

新規採用職員紹介新規採用職員紹介平成29年度
① 趣味
② 好きな言葉
③ 抱負を一言

竹森　賢生
（富来営農センター）

庄田　萌乃
（本店業務課）

浜田　翔太
（志賀営農センター）

よろしくよろしく
お願いいたしますお願いいたします



営農情報

　７月７日、玉ねぎの出荷が始まりました。玉ねぎ
は葉タバコの廃作後、遊休地となった土地を「農事
組合法人ファーム給分」が栽培面積約 50アールで
生産したものです。
　大、中、小の規格毎に仕分けられた玉ねぎは県内
の加工会社に出荷されました。
　玉ねぎは、本年度より当 JAが産地化に向けて取
組む品目として設定し、今後生産法人等への栽培講
習会や説明会等を開催し、生産拡大を図っていくも
のです。

　７月13日、汐風ごぼうの目合せ会の後、初出荷さ
れました。汐風ごぼうは、長さが25～ 35センチと短
く、柔らかくあくが少ない事が特徴です。主に金沢、
大阪方面に出荷されます。
　出荷にあたっては、規格毎に３本～４本に袋詰めさ
れ出荷されます。また、本年産から更に消費拡大を図
る為、汐風ごぼうのレシピを掲載したチラシを作成し
ました。
(汐風ごぼうのレシピはJA志賀ホームページにも掲載
しております。ぜひご覧下さい。)

　７月18日、本年産能登すいかの目合せ会、初検
査がありました。志賀町産能登すいかは、本年産か
ら高温時期でも病気に強く、果肉の軟化が進みにく
い品種を選定し生産しています。
　今年度は春先の曇天の影響により出荷が約１週間
程度遅れたものの、初出荷では糖度が平均12度以
上の、食味、食感とも最高な仕上りになった志賀産
能登すいかが出荷されました。

青果物の目合せ会、初出荷
玉ねぎ初出荷　

汐風ごぼう初出荷

能登すいか初検査・初出荷　

↑規格毎 (大、中、小 )に仕分
けられ出荷される玉ねぎ。
(富来営農センターにて )

←本年度、約20t の出荷を目指
　す、「農事組合法人　ファーム
　給分」の三本松 繁 代表。

↑本年度の出来ばえを確認する
　部会員の皆さん。

←志賀産能登すいかの格付け
　目合せ会。

(西山選果場にて )

↑汐風ごぼうの初出荷を前に
　集まった生産者の皆さん。

(富来営農センターにて )

　→初出荷に合せ目合せ会を
　　開催

⑨　ＪＡしか　2017. ８



女性部＆レシピ

ＪＡしか　2017. ８　⑩

ごぼうとひじきの混ぜ寿司ごぼうとひじきのの混ぜ寿司

能登汐風ごぼうで
Let,s Cooking ! 材料（6人分）

　米
　☆合わせ酢
　　砂糖
　　塩
　　エーコープ五倍酢原液
　汐風ごぼう
   ( 五倍酢原液　少々 )
　ひじき (乾 )
　にんじん
　油
　◎調味料
　　　だし汁
　　　しょうゆ
　　　エーコープ新調味みりん風
　　　砂糖
　梅干し
　卵
　かいわれ菜
　白ごま

3カップ（600g）

大さじ 3
小さじ 1
大さじ 2
2本（約 100g）

20g
50g
小さじ 2

200cc
大さじ 2
大さじ 1
大さじ 2
3個
2個
1/2 ﾊﾟｯｸ
大さじ 2

作り方
　①米は洗ってザルに上げて水気をきり、水 600cc
を入れて 30分以上おき、炊く。

　②ごぼう … ささがきにし、酢水にさらしてアクを
抜き、水気をきる。

　　ひじき … 水で戻し、水気をきる。
　　にんじん … せん切り。
　　梅干し … 種を取り、包丁で粗めにたたく。
　　卵 … 砂糖、塩で調味をし、錦糸卵にする。
　　かいわれ菜 … 根元を切り、半分に切る。

③鍋に油を入れて、ごぼう、ひじき、にんじんを
加えて約 1分間炒め、◎調味料を加え、汁気
がなくなるまで煮て火を止める。

④ご飯が炊けたら☆合わせ酢を合わせ、すし飯を
　作る。
　　（・砂糖と塩は、同じ器に入れて混ぜ合わせる。
　　・ｴｰｺｰﾌﾟ五倍酢原液は、別の器に入れておく。）
⑤すし飯に③と、梅干し、白ごまを加えて混ぜ合
わせて器に盛り、錦糸卵、かいわれ菜を飾る。

志賀町特産
「汐風ごぼう」を使った
料理講習会を開催

　
Ｊ
Ａ
志
賀
女
性
大
学
は
7
月
25
日
㈫
・

26
日
㈬
・
27
日
㈭
の
3
日
間
に
分
け
、
志

賀
町
文
化
ホ
ー
ル
で
「
汐
風
ご
ぼ
う
」
を

使
っ
た
料
理
講
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
習
会
は
各
校
下
毎
に
開
催
し
、
3
日
間

で
合
計
72
名
の
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
エ
ー
コ
ー
プ
の
酢
で
お
馴

染
み
の
大
興
産
業
㈱
鳥
越
和
泉
氏
を
講
師

に
迎
え
、「
ご
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う
と
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じ
き
の
混
ぜ
寿

司
」「
し
め
じ
と
ご
ぼ
う
の
粒
マ
ス
タ
ー

ド
炒
め
」「
揚
げ
豚
の
カ
レ
ー
風
味
南
蛮
」

「
豚
ひ
き
肉
の
サ
ン
ラ
ー
タ
ン
」
の
4
品

を
作
り
ま
し
た
。

　

お
酢
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
い
、
健
康
に
も

身
体
に
も
良
い
品
が
出
来
上
が
り
参
加
し

た
会
員
か
ら
は
新
し
い
レ
シ
ピ
が
増
え
、

家
族
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
の
声
が
あ

り
、
大
変
好
評
で
し
た
。

身た家り



⑪　ＪＡしか　2017. ８



ＪＡしか　2017. ８　⑫

ATM・JAネットバンク等のサービスを一時休止させていただきます。

　ATMなどのサービスを
一時休止させていただきます。

上記期間中は、JAバンクのキャッシュカードによる
ATMのご利用はできませんので、ご注意ください。


